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2015 FIS フリースタイルスキー

ワールドカップ  秋田たざわ湖大会

より美しく

より速く



大
会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
、
元
日
本
代
表

の
上
村
愛
子
さ
ん
が
就
任
し
大
会
を
Ｐ

Ｒ
。
写
真
は
仙
北
市
の
小
学
生
と
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
現
役
時
代
を
振
り
返

り
努
力
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

大会両日で８千人の観衆が詰めかける
世界の滑りに大歓声が沸く

　

１
日
目
の
モ
ー
グ
ル
競
技
で
は

女
子
の
星
野
純
子
選
手
が
会
心
の

滑
り
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
優

勝
は
カ
ー
ニ
ー
選
手
で
今
季
３
勝

目
。
男
子
で
は
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー

選
手
が
強
さ
を
発
揮
し
６
連
勝
目

を
飾
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル

競
技
は
、
女
子
で
伊
藤
さ
つ
き
選

手
が
前
日
優
勝
の
カ
ー
ニ
ー
選
手

を
破
り
決
勝
進
出
。
決
勝
は
惜
し

く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
銀
メ
ダ
ル

に
輝
き
ま
し
た
。
女
子
は
シ
ル
ト

選
手
が
初
優
勝
。
男
子
優
勝
は
キ

ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
選
手
で
、
連
日
の

勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

黒
森
山
モ
ー
グ
ル
コ
ー
ス

で
一
流
選
手
が
躍
動

　

今
大
会
の
成
功
に
よ
り
、
た
ざ

わ
湖
ス
キ
ー
場
の
雪
質
の
良
さ
や

モ
ー
グ
ル
コ
ー
ス
の
完
成
度
に
加

え
、
滞
在
環
境
な
ど
に
も
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

モ
ー
グ
ル
Ｗ
杯
は
来
年
、
再
来

年
も
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
地
元
で
世
界
の

舞
台
を
観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
流
選
手
た
ち
の
熱
い
戦
い

に
、
大
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

高
ま
る
期
待

　

今
後
の
大
会
に
注
目

大
会
結
果
〈
敬
称
略
〉

１
日
目
モ
ー
グ
ル
競
技　
【
男
子
】
１

ミ
カ
エ
ル
・
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
（
カ
ナ

ダ
）
２
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
コ
ー
タ
（
ア
メ

リ
カ
）３
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ス
ミ
シ
ェ

リ
ア
エ
フ
（
ロ
シ
ア
）
14
杉
本
幸
祐
（
松

本
大
）
19
田
中
陸
也
（
サ
ン
ガ
リ
ア
）

22
西
伸
幸
（
白
馬
ク
）
26
堀
島
行
真
（
岐

阜
第
一
高
）
30
小
林
樹
生
（
白
馬
ク
）

31
吉
川
空
（
ニ
セ
コ
Ｂ
＆
Ｊ
）
34
渡
辺

大
晴
（
大
阪
・
関
大
北
陽
高
）
38
原
大

智
（
ジ
ョ
ッ
ク
ス
）

【
女
子
】
１
ハ
ナ
・
カ
ー
ニ
ー
（
ア
メ

リ
カ
）
２
星
野
純
子
（
リ
ス
テ
ル
）
３

オ
ー
ド
リ
ー
・
ロ
ビ
シ
ョ
ー
（
カ
ナ
ダ
）

18
市
村
美
樹
（
中
京
大
）
19
伊
藤
さ
つ

き
（
立
命
大
）
23
岩
本
憧
子
（
中
京
大
）

25
伊
藤
あ
づ
さ
（
サ
ン
ガ
リ
ア
）

２
日
目
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
競
技　

【
男
子
】
１
ミ
カ
エ
ル
・
キ
ン
グ
ズ
ベ

リ
ー
（
カ
ナ
ダ
）
２
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー

キ
ス
（
カ
ナ
ダ
）
３
マ
ッ
ト
・
グ
ラ
ハ

ム
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
14
西
伸
幸
（
白

馬
ク
）
16
杉
本
幸
祐
（
松
本
大
）
22
吉

川
空
（
ニ
セ
コ
Ｂ
＆
Ｊ
）
24
堀
島
行
真

（
岐
阜
第
一
高
）
32
田
中
陸
也
（
サ
ン

ガ
リ
ア
）
34
原
大
智
（
ジ
ョ
ッ
グ
ス
）

36
渡
辺
大
晴
（
大
阪
・
関
大
北
陽
高
）

37
小
林
樹
生
（
白
馬
ク
）

【
女
子
】
１
モ
ー
ガ
ン
・
シ
ル
ト
（
ア

メ
リ
カ
）
２
伊
藤
さ
つ
き
（
立
命
大
）

３
ハ
ナ･

カ
ー
ニ
ー
（
ア
メ
リ
カ
）
６

星
野
純
子
（
リ
ス
テ
ル
）
24
伊
藤
あ
づ

さ
（
サ
ン
ガ
リ
ア
）
25
岩
本
憧
子
（
中

京
大
）
26
市
村
美
樹
（
中
京
大
）

2015 FIS フリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会開催

2015 FIS フリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会開催

秋
田
県
初
開
催
Ｗ
杯
に
会
場
大
興
奮

　
「
２
０
１
５　

Ｆ
Ｉ
Ｓ　

フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ　

秋
田
た
ざ
わ
湖
大

会
」
が
２
月
28
日
、
３
月
１
日

の
両
日
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
県
で
初
開
催
と
な
っ
た

今
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
１

日
目
は
モ
ー
グ
ル
競
技
、
２
日

目
に
は
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
競

技
が
行
わ
れ
、
競
技
会
場
の
黒

森
山
モ
ー
グ
ル
コ
ー
ス
に
、
世

界
で
活
躍
す
る
選
手
の
滑
り
を

観
戦
し
よ
う
と
、
両
日
合
わ
せ

て
約
８
千
人
の
観
客
が
詰
め
か

け
ま
し
た
。

　

黒
森
山
モ
ー
グ
ル
コ
ー
ス
は

全
長
２
４
０
㍍
、
平
均
斜
度
26

度
、
最
大
斜
度
29
・
５
度
。
途

中
２
か
所
に
ジ
ャ
ン
プ
台
が
設

置
さ
れ
た
難
コ
ー
ス
。
選
手
た

ち
は
こ
ぶ
が
連
な
る
急
斜
面
を

滑
り
、
２
か
所
の
ジ
ャ
ン
プ
台

で
エ
ア
を
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　

14
か
国
か
ら
70
人
を
超
す
選

手
が
参
加
し
た
今
回
の
大
会
。

海
外
選
手
た
ち
の
迫
力
の
滑
り

や
、
地
元
日
本
で
の
大
会
開
催

に
奮
闘
し
た
日
本
選
手
の
大
活

躍
に
、
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
大

き
な
声
援
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
響
い
て
い
ま
し
た
。

①モーグルで銀メダルを獲得した星野選手。
②デュアルモーグルで銀メダルの伊藤選手。
③星野選手（写真左）の表彰シーン。④伊藤
選手（写真左）はＷ杯初の表彰台。⑤スター
トからの景色。ここから選手が一気に滑り降
ります。⑥日本での大会開催に一丸で臨んだ
日本選手団。⑦白熱の競り合いが続いたデュ
アルモーグル。⑧素早いターンでこぶを滑る
選手たち。⑨観客の目前で選手が大迫力のエ
アを披露するたび歓声が沸きました。⑩ファ
ンと交流。サインに応じるキングズベリー選
手。⑪コース整備に汗を流すスタッフ。大勢
のスタッフが大会を支えてくれました。

①②③④

⑤⑥

⑦⑧

⑨⑩⑪
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SMILE BUS
便名 ▲1 2 3 4 ▲5
発

循環　角館駅前
着

角館駅前 ▲7:15 8:20 11:30 14:45 ▲ 16:00
市立病院前 － 8:23 11:33 14:48 ▲ 16:03
田町下丁 － 8:25 11:35 14:50 ▲ 16:05
西宮家前 － 8:26 11:36 14:51 ▲ 16:06
駅通り － － 11:37 14:52 ▲ 16:07
下菅沢 ▲7:17 － 11:39 14:54 ▲ 16:09
駅東公園前 ▲7:19 － 11:41 14:56 ▲ 16:11

ワンダーモール前 ▲7:23 － 11:43 14:59 ▲ 16:14
上菅沢 ▲7:24 － 11:44 15:00 ▲ 16:15
水ノ目沢 ▲7:25 － － － －
角館駅前 － － 11:46 15:02 ▲ 16:17
駅通り － － 11:47 15:03 ▲ 16:18

立町 － 8:27 11:48 15:04 ▲ 16:19

中町 － 8:28 11:49 15:05 ▲ 16:20
武家屋敷通南 ▲7:27 8:29 11:50 15:06 ▲ 16:21
中学校前 ▲7:28 8:31 11:52 15:08 ▲ 16:23
小学校前 ▲7:31 － － ▲15:10 ▲ 16:25
警察署前 ▲7:32 8:32 11:53 15:11 ▲ 16:26
荒屋敷 － 8:33 11:54 15:12 ▲ 16:27
田頭 ▲7:34 8:35 11:56 15:14 ▲ 16:29
碇 ▲7:36 8:37 11:58 15:16 ▲ 16:31
大畑 ▲7:39 8:40 12:01 15:19 ▲ 16:34
大瀬蔵野 ▲7:43 8:43 12:04 15:22 ▲ 16:37

下延コミュニティーセンター前 ▲7:44 8:45 12:06 15:24 ▲ 16:39
下延橋 ▲7:45 8:46 12:07 15:25 ▲ 16:40
竹市 ▲7:46 8:47 12:08 15:26 ▲ 16:41
切欠田 ▲7:48 8:49 12:10 15:28 ▲ 16:43
内山 ▲7:50 8:51 12:12 15:30 ▲ 16:45
八割西村 － － 12:14 15:32 ▲ 16:47
八割東村 － － 12:15 15:33 ▲ 16:48
西保育園前 ▲7:55 8:54 12:16 15:34 ▲ 16:49
下町屋 ▲7:56 8:55 12:17 15:35 ▲ 16:50
荒屋敷 ▲7:58 8:56 12:18 15:36 ▲ 16:51
警察署前 ▲7:59 8:57 12:19 15:37 ▲ 16:52
小学校前 ▲8:02 － － － －
中学校前 ▲8:03 8:58 12:20 － －
武家屋敷通南 ▲8:04 8:59 12:21 － －
中町 ▲8:05 9:00 12:22 － －
立町 ▲8:06 9:01 12:23 － －
南高校角 ▲8:07 9:02 12:24 － －
市立病院前 ▲8:10 9:04 12:27 － －
田町下丁 ▲8:12 9:06 12:29 15:39 ▲ 16:54
西宮家前 ▲8:13 9:07 12:30 15:40 ▲ 16:55
駅通り ▲8:14 9:08 12:31 15:41 ▲ 16:56
上菅沢 － 9:10 12:33 － －

ワンダーモール前 － 9:12 12:35 － －
駅東公園前 － 9:13 12:36 － －
下菅沢 － 9:15 12:38 － －
角館駅前 ▲8:15 9:17 12:40 15:42 ▲ 16:57

※荒屋敷より下延・八割方面はフリー乗降区間です。

平
成
27
年
４
月
１
日
　
仙
北
市
民
バ
ス
時
刻
表

日曜日、祝日、12月31日～1月3日

便名・時間の▲印は土曜日運休

運休日

　
市
民
の
日
常
生
活
の
足
と
し
て
よ
り
多
く
の

利
用
を
い
た
だ
く
た
め
に
ダ
イ
ヤ
改
正
・
経
路
の

見
直
し
を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
ス
マ
イ
ル
バ
ス
】

　
羽
後
交
通
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、
一
部
時
刻

表
を
見
直
し
ま
す
。
羽
後
交
通
大
曲
線
と
は
市
立

病
院
前
で
接
続
し
ま
す
（
一
部
の
便
を
除
く
）。
運

行
経
路
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
時
刻
・
運
行
経
路
の
改
正
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
㈱
西
宮
家  

☎
（
52
）
２
４
３
８

【
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
】

　
時
刻
表
は
４
月
１
日
号
広
報
に
折
込
予
定
で
す
。

詳
細
は
各
運
行
事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
白
岩
地
区
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

経
路
変
更
を
行
い
ま
す
。

▼
白
岩
地
区

　
４
便
に
つ
い
て
路
線
を
延
長
し
、
角
館
病
院
前

や
立
町
に
乗
り
入
れ
し
ま
す
。
７
便
に
つ
い
て

は
経
路
を
変
更
し
、
中
学
校
前
を
経
由
に
変
更

し
ま
す
。

　
４
便
運
行
経
路

　
　

角
館
駅
前

→

町
内

→

白
岩
地
区

―

　
→

町
内
（
経
路
延
長
）
→

角
館
駅

　
７
便
運
行
経
路

　
　

角
館
駅
前

→

立
町
（
廃
止
）
―

　
→

中
学
校
前

→

白
岩
地
区

→

角
館
駅

【
羽
後
交
通
バ
ス
路
線
】

▼
稲
沢
線

　
経
路
を
変
更
し
、
市
立
病
院
に
全
便
乗
り
入
れ

し
ま
す
。

▼
田
沢
湖
一
周
線

　
平
日
１
便
増
便
し
ま
す
。

　

田
沢
湖
駅
前

８
時
35
分
発

→

田
沢
湖
駅
前

９
時
36
分
着

▼
乳
頭
線

　
乳
頭
蟹
場
温
泉
ま
で
経
路
を
延
長
し
ま
す
。

▼(

急
行)

乳
頭
角
館
線
を
新
規
に
運
行
し
ま
す

　
４
月
19
日
か
ら
５
月
６
日
は
毎
日
運
行
。
５
月

７
日
か
ら
10
月
31
日
は
土
日
祝
日
運
行
し
ま
す
。

　

乳
頭
蟹
場
温
泉

９
時
00
分
発

→

角
館
営
業
所

10
時
30
分
着

　

角
館
営
業
所

14
時
30
分
発

→

乳
頭
蟹
場
温
泉

16
時
00
分
着

▼(

急
行)

角
館
秋
田
線

　
４
月
20
日
か
ら
５
月
５
日
（
角
館
花
見
期
間
中
・

予
定
）　
１
日
２
便
運
行
。

問
合
せ

　
羽
後
交
通  

角
館
営
業
所  

☎
（
54
）
２
２
０
２

　
羽
後
交
通 

田
沢
湖
営
業
所 

☎
（
43
）
１
５
１
１

スマイルバス　普通運賃

大人 200円

小中学生 100円

スマイルバス

回数券、定期券取扱窓口

回数券

▼西宮家（母屋売店）

▼バス車内

定期券 ▼西宮家（母屋売店）

スマイルバスに関するお問い合わせ （株）西宮家（仙北市指定管理者）　☎ 52-2438

運行系統名：下延

下
延
線

仙
北
市
免
許
返
納
者
優
遇
制
度
の

添
付
書
類
に
つ
い
て

　
２
月
16
日
号
掲
載
の
免
許
返
納
者
優

遇
制
度
の
添
付
書
類
に
つ
い
て
、
記
載

事
項
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
、
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

●
免
許
を
返
納
さ
れ
た
方
は
次
の
い
ず

れ
か
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

②
運
転
経
歴
証
明
書

　（
手
数
料
１
０
０
０
円
）

※
仙
北
警
察
署
や
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
の

交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

●
免
許
を
失
効
さ
れ
た
方
は
次
の
書
類

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
運
転
免
許
経
歴
証
明
書

※
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る
申
込
用

紙
を
記
載
し
、
最
寄
り
の
郵
便
局
か
セ

ン
タ
ー
事
務
所
に
直
接
お
申
込
み
が
必

要
で
す
（
手
数
料
６
３
０
円
）。

●
問
合
せ

　
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
１
１
１
２

ス
マ
イ
ル
バ
ス

平成 27 年 4 月 1 日～

市内公共交通に関するお知らせ

5 4Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



SMILE BUS

※荒屋敷より下延・八割方面はフリー乗降区間です。※国道 46 号より中川方面はフリー乗降区間です。

運行系統名：中川１ 運行系統名：中川２

便名 ▲1 2 3 4
発 角館駅前

着 野田

角館駅前 ▲9:40 11:20 13:40 16:10
市立病院前 ▲9:44 11:22 13:42 16:12
田町下丁 ▲9:46 11:24 13:44 16:14
西宮家前 ▲9:47 11:25 13:45 16:15
駅通り － 11:26 13:46 16:16
下菅沢 － 11:28 13:48 16:18
駅東公園前 － 11:30 13:50 16:20

ワンダーモール前 － 11:33 13:53 16:21
上菅沢 － 11:35 13:55 16:23
角館駅前 － 11:37 13:57 16:25
駅通り － 11:38 13:58 16:26
立町 ▲9:49 11:40 14:00 16:28
中町 ▲9:50 11:41 14:01 16:29

武家屋敷通南 ▲9:51 11:42 14:02 16:30
伝承館入口 ▲9:52 11:43 14:03 16:31
川原町 ▲9:53 11:44 14:04 16:32
鵜ノ崎橋 ▲9:54 11:45 14:05 16:33
川原 ▲9:56 11:47 14:07 16:35

中川郵便局前 ▲9:58 11:49 14:09 16:37
中川小学校前 － 11:51 14:11 16:39
安久戸 － 11:52 14:12 16:40
八掛 － 11:53 14:13 16:41
若神子 － 11:54 14:14 16:42

中川小学校前 － 11:56 14:16 16:44
中川集落センター前 ▲9:59 11:57 14:17 16:45

下高屋 ▲10:01 11:59 14:19 16:47
川崎 ▲10:03 12:01 14:21 16:49
黒沢 ▲10:05 12:03 14:23 16:51
上黒沢 ▲10:06 12:04 14:24 16:52
黒森 ▲10:08 12:06 14:26 16:54
大場 ▲10:09 12:08 14:28 16:56
雫田 ▲10:10 12:11 14:31 16:59
野田 － 12:15 14:35 17:03

便名 ▲1 2 3 ▲4 5
発 野田

着 角館駅前

野田 ▲7:15 8:25 － ▲12:15 14:40
雫田 ▲7:18 8:28 10:10 ▲ 12:18 14:43
大場 ▲7:21 8:30 10:12 ▲ 12:21 14:46
黒森 ▲7:23 8:31 10:13 ▲ 12:23 14:48
上黒沢 ▲7:25 8:33 10:15 ▲ 12:25 14:50
黒沢 ▲7:26 8:34 10:16 ▲ 12:26 14:51
川崎 ▲7:28 8:36 10:18 ▲ 12:28 14:53
下高屋 ▲7:30 8:38 10:20 ▲ 12:30 14:55

中川集落センター前 ▲7:32 8:40 10:22 ▲ 12:32 14:57
中川小学校前 ▲7:34 8:41 10:23 ▲ 12:33 14:58
若神子 ▲7:36 8:43 10:25 ▲ 12:35 15:00
八卦 ▲7:37 8:44 10:26 ▲ 12:36 15:01
安久戸 ▲7:38 8:45 10:27 ▲ 12:37 15:02

中川小学校前 ▲7:39 8:46 10:28 ▲ 12:38 15:03
中川郵便局前 ▲7:41 8:48 10:30 ▲ 12:40 15:05
川原 ▲7:43 8:50 10:32 ▲ 12:42 15:07
鵜ノ崎橋 ▲7:45 8:52 10:34 ▲ 12:44 15:09
川原町 ▲7:47 8:54 10:36 ▲ 12:46 15:11
伝承館入口 ▲7:48 8:55 10:37 ▲ 12:47 15:12
武家屋敷通南 ▲7:49 8:56 10:38 ▲ 12:48 15:13
中町 ▲7:50 8:57 10:39 ▲ 12:49 15:14
立町 ▲7:51 8:58 10:40 ▲ 12:50 15:15
南高校角 ▲7:52 8:59 10:41 ▲ 12:51 15:16
市立病院前 ▲7:55 9:01 10:43 ▲ 12:53 15:18
田町下丁 ▲7:57 9:03 10:45 ▲ 12:55 15:20
西宮家前 ▲7:58 9:04 10:46 ▲ 12:56 15:21
駅通り ▲7:59 9:05 10:47 ▲ 12:57 15:22
下菅沢 － 9:07 10:49 ▲ 12:59 15:24
駅東公園前 － 9:10 10:51 ▲ 13:01 15:26

ワンダーモール前 － 9:14 10:52 ▲ 13:05 15:28
上菅沢 － 9:16 10:53 ▲ 13:06 15:29
角館駅前 ▲8:00 9:18 10:55 ▲ 13:08 15:31

スマイルバスに関するお問い合わせ （株）西宮家（仙北市指定管理者）　☎ 52-2438

平成 27 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

中川線スマイルバス

スマイルバス　普通運賃

大人 200円

小中学生 100円

スマイルバス

回数券、定期券取扱窓口

回数券

▼西宮家（母屋売店）

▼バス車内

定期券 ▼西宮家（母屋売店）

SMILE BUS運行系統名：八割

便名 ▲1 2 3 4 ▲5 6
発

循環　角館駅前
着

角館駅前 ▲7:15 8:30 10:35 12:20 ▲ 15:20 16:05
市立病院前 － － 10:37 12:22 ▲ 15:22 16:07
田町下丁 － － 10:38 12:23 ▲ 15:23 －
西宮家前 － － 10:39 12:24 ▲ 15:24 －
駅通り － － － 12:25 － －
下菅沢 ▲7:17 8:32 － 12:27 － 16:09

菅沢ニュータウン ▲7:21 8:34 － 12:29 － －
菅沢団地 ▲7:24 8:35 － 12:30 － －
駅東公園前 － 8:38 － 12:32 － 16:12

ワンダーモール前 － 8:40 － 12:33 － 16:13
上菅沢 ▲7:26 8:41 － 12:34 － 16:14
角館駅前 － 8:42 － 12:35 － 16:15
駅通り － 8:43 － 12:36 － 16:16
水ノ目沢 ▲7:27 － － － － －
立町 － 8:44 10:40 12:37 ▲ 15:25 16:17
中町 － 8:45 10:41 12:38 ▲ 15:26 16:18

武家屋敷通南 ▲7:29 8:46 10:42 12:39 ▲ 15:27 16:19
中学校前 ▲7:30 8:47 10:43 12:40 ▲ 15:28 16:20
小学校前 ▲7:33 － － － ▲15:31 ▲ 16:22
警察署前 ▲7:34 8:48 － 12:41 － 16:23
荒屋敷 ▲7:35 8:49 － 12:42 － 16:24
下町屋 ▲7:37 8:51 － 12:44 － 16:26
西保育園前 ▲7:38 8:52 － 12:45 － 16:27
八割東村 ▲7:40 8:54 － 12:47 － 16:29
八割西村 ▲7:42 8:56 － 12:49 － 16:31
西村会館 ▲7:43 8:57 － 12:50 － 16:32
大沢 ▲7:45 8:59 － 12:52 － 16:34
塩手沢 ▲7:47 9:01 － 12:54 － 16:36
鬼壁 ▲7:50 9:04 － 12:57 － 16:39
高森 ▲7:52 9:06 － 12:59 － 16:41
警察署前 ▲7:57 9:11 － 13:04 － 16:47
小学校前 ▲8:00 － － － － ▲16:49
中学校前 ▲8:01 9:12 － 13:05 － 16:50
武家屋敷通南 ▲8:02 9:13 － 13:06 － 16:51
中町 ▲8:03 9:14 － 13:07 － －
立町 ▲8:04 9:15 － 13:08 － －
南高校角 ▲8:05 9:16 － 13:09 － －
市立病院前 ▲8:07 9:21 － 13:14 － －
田町下丁 ▲8:09 9:22 10:45 13:15 ▲ 15:33 －
西宮家前 ▲8:10 9:23 10:46 13:16 ▲ 15:34 －
駅通り ▲8:11 9:24 － 13:17 － －
立町 － － 10:47 － ▲15:35 －
中町 － － 10:48 － ▲15:36 －
水ノ目沢 － － － － ▲15:37 ▲ 16:52
上菅沢 － 9:26 10:50 13:19 ▲ 15:38 16:54

ワンダーモール前 － 9:30 10:51 13:22 ▲ 15:39 16:56
駅東公園前 － 9:32 10:52 13:23 ▲ 15:40 16:58

菅沢ニュータウン － － 10:54 13:25 ▲ 15:42 17:00
菅沢団地 － － 10:55 13:26 ▲ 15:43 17:02
下菅沢 － 9:33 10:57 13:28 ▲ 15:45 17:04
角館駅前 ▲8:12 9:35 10:59 13:30 ▲ 15:47 17:07

平
成
27
年
４
月
１
日
　
仙
北
市
民
バ
ス
時
刻
表

八
割
線

ス
マ
イ
ル
バ
ス

スマイルバスに関するお問い合わせ （株）西宮家（仙北市指定管理者）　☎ 52-2438

スマイルバス　普通運賃

大人 200円

小中学生 100円

スマイルバス

回数券、定期券取扱窓口

回数券

▼西宮家（母屋売店）

▼バス車内

定期券 ▼西宮家（母屋売店）

日曜日、祝日、12月31日～1月3日

便名・時間の▲印は土曜日運休

運休日

日曜日、祝日、12月31日～1月3日

便名・時間の▲印は土曜日運休

運休日
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地
域
の

話
題

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

学
生
の
た
め
に
役
立
て
て

角
館
感
恩
講　

市
に
寄
付
金

3月3日

仙北市

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
開
催

2月26日

角館中学校 　

３
月
３
日
、
一
般
財
団
法
人

角
館
感
恩
講
（
加
賀
谷
宏
一
理

事
長
）
か
ら
、
奨
学
金
事
業
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市
教
育

委
員
会
に
寄
付
金
15
万
円
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

角
館
感
恩
講
事
務
室
（
仙
北

市
社
会
福
祉
協
議
会
２
階
）
で

行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
、
加
賀
谷

理
事
長
は
「
勉
学
に
励
む
学
生

の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
、
田
口
桂
一
郎
教

育
委
員
会
次
長
に
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

角
館
感
恩
講
で
は
か

ね
て
か
ら
民
間
団
体
の

角
館
町
育
英
会
へ
寄
付

事
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
同
育
英
会
が
市

の
奨
学
資
金
に
一
本
化

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

こ
の
た
び
、
市
へ
寄
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
、
角
館
中
学
校
で

授
業
の
一
環
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
誰
で
も
安

心
し
て
観
光
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
）
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
一
般
社
団

法
人
ネ
イ
バ
ー
ズ
サ
ポ
ー
ト
推

進
協
会
専
務
理
事
鴨
志
田
明
氏

の
「
地
域
の
や
さ
し
さ
と
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
題
し
た
模

擬
体
験
を
交
え
た
講
演
に
続
き
、

（
株
）
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
（
Ａ

上
：
角
館
中
２
年
生
が
参
加
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
盲
導
犬

の
育
成
ビ
デ
オ
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
下
：
目
の
不
自
由
な

方
の
介
助
体
験
も
行
わ
れ
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

おめでとうございます

2月23日

仙北市

白寿のお祝い

市へ寄付金を贈った角館感恩講の加賀谷宏一理事長（左から 1 人
目）、宮田憲隆常務理事（右から 2 人目）、河原田次朗理事事務長（右
から 1 人目）と受け取った田口桂一郎教育委員会次長（左から 2 人目）

市
内
選
手
が
活
躍

第
64
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

第
58
回
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
ほ
か

1月15日～･2月6日～

鹿角市

神
代
小
学
校
の
活
動
に
審
査
部
会
長
賞

平
成
26
年
度
東
北
地
域
食
育
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

2月19日

仙台市

　2 月 23 日、佐々木マサノさんが白寿を
迎えられ、仙北市からお祝いと花束が贈
呈されました。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
各
種
ス
キ
ー
大
会

で
仙
北
市
内
の
中
学
生
、
高
校
生
が

大
活
躍
し
、
見
事
な
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。

　

１
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
、第
58
回
全
県
ス
キ
ー
大
会（
鹿

角
市
花
輪
ス
キ
ー
場
）
で
、
田
口
慧

選
手
（
生
保
内
中
１
年
）
が
男
子
回

転
４
位
、
大
回
転
５
位
に
入
賞
し
、

東
北
大
会
、
全
国
大
会
へ
出
場
。
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
５
㌔
フ
リ
ー
で
門

脇
匠
選
手
（
桧
木
内
中
２
年
）
が
９

位
で
東
北
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
６
日
か
ら
鹿
角
市
花

輪
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
第
64
回

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
で
日
高
大
樹
選
手
（
角
館
高

校
２
年
）
が
、
男
子
大
回
転
で
4
位

入
賞
を
果
た
し
、
秋
田
県
勢
と
し
て

４
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ａ　

Ｃ
Ａ
）
石
橋
順

子
氏
か
ら
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視

点
か
ら
の
「
Ｃ
Ａ
の
仕

事
」
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら

は
Ｃ
Ａ
の
勤
務
や
制
服

に
つ
い
て
の
質
問
も
あ

り
、
普
段
で
は
聞
け
な

い
話
に
興
味
深
く
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
、
平
成
26
年
度
東

北
地
域
食
育
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
仙
台
市
で
行
わ
れ
、

神
代
小
学
校
が
審
査
部
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
東

北
農
政
局
が
特

色
の
あ
る
食
育

活
動
な
ど
を
表

彰
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

神
代
小
学
校

で
は
、
地
域
運

営
体
と
協
働
で

伝
統
食
イ
ブ
リ

ガ
ッ
コ
作
り
を

中
心
に
農
産
物

の
生
産
、
加
工
、
販
売
な
ど
を

一
貫
し
て
体
験
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
徴
的
な
食
育
活
動
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

25 日、市役所田沢湖庁舎に受賞報告に訪れた
皆さん。

中
里
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ

神
木
へ
豊
作
や
縁
結
び
を
祈
る

　２月 21 日、22 日、たざわ湖スキー場特
設会場で田沢湖高原雪まつりが開催され
ました。会場には大きな雪像が設置され
たほか、恒例のけっちぞり大会やえあモー
グル選手権、仙北市の冬まつりや花火な
ど、趣向を凝らしたイベントが両日行わ
れ、大勢の観光客が訪れました。

なろか
わら松明で害虫を追い払う

　３月５日、生保内地区で小正月行事
なろかが行われました。「なろか、なら
ねか・・・」と唄いながら、豊作を祈
り火の付いた稲わらで、田んぼの害虫
を追い払う、古くからの伝統行事です。

　３月５日、中里賽之神堂
前（桧木内字中里）で行わ
れた中里のカンデッコあげ。
朴の木で作った小型の鍬と
くるみの木で作った男根を
一対にしたものを、神木で
ある桂（市指定天然記念物）
に豊作や縁結びなどの願い
を込めて投げました。

仙北市
の

　 まつり冬
田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り

仙
北
市
の
冬
祭
り
が
一
堂
に

参加者多数のけっちぞり大会。

ダンスで会場を盛り上げたゆるキャラたち。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
モ
ー
グ
ル
競
技
を
再
現

し
た
「
え
あ
モ
ー
グ
ル
選
手
権
」。

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ
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020405 01

0306

●
業
務
内
容
／
健
（
検
）
診
事
業
に
係

る
各
世
帯
へ
の
配
布
物
袋
詰
め
作
業

●
募
集
人
数
／
７
人

●
雇
用
期
間
／
４
月
13
日 

月 

～
24
日 

金

　
（
土
・
日
除
く
。
１
日
７
時
間
予
定
）

●
募
集
期
間
／
３
月
17
日 

火 

～
24
日 

火

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

紹
介
状
と
履
歴
書
を
健
康
管
理
セ
ン

仙
北
市
期
限
付
き
パ
ー
ト
職
員
募
集タ

ー
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
採
用
に
つ
い
て
は
、
書
類
と
面
接
（
４

月
２
日
予
定
）
に
よ
っ
て
選
考
し
ま
す
。

採
用
人
数
、
雇
用
期
間
は
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角

館
町
中
菅
沢
）
☎
（
55
）
１
１
１
２

仕
事
や
暮
ら
し
の
こ
と
で
困
っ
た
と
き
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

市
で
は
、
仕
事
や
生
活
の
悩
み
、
経
済

的
な
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
と
一
緒
に
考

え
た
り
整
理
し
な
が
ら
、
生
活
の
立
て

直
し
や
困
り
ご
と
の
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
相
談
し
て
い
い
の
か
な
」

「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
…
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず

は
『
仙
北
市
自
立
相
談
応
援
セ
ン
タ
ー
』

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｑ  

ど
ん
な
人
が
相
談
で
き
る
の
？

Ａ  

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
方

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
経
済
的

に
お
困
り
の
方
で
す
。

Ｑ  

ど
ん
な
こ
と
が
相
談
で
き
る
の
？

Ａ  

▼
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
…
▼
仕

事
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
…
▼

障
が
い
が
あ
る
け
ど
働
き
た
い
…

▼
病
気
に
な
っ
て
働
け
な
く
な
っ

た
…
▼
働
き
に
出
る
自
信
が
な
い

…
▼
収
入
が
不
安
定
で
生
活
費
に

困
っ
て
い
る
…
▼
借
金
が
多
く
て

悩
ん
で
い
る
…
▼
認
知
症
の
家
族

の
介
護
が
不
安
…
▼
職
に
も
就
か

ず
外
出
も
し
な
い
息
子
の
将
来
が

心
配
…
▼
悩
み
が
あ
る
け
ど
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
…
な
ど

Ｑ  

い
つ
か
ら
相
談
で
き
る
の
？

Ａ  

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

Ｑ  

ど
こ
で
相
談
で
き
る
の
？

Ａ  『
仙
北
市
自
立
相
談
応
援
セ
ン

タ
ー
』
は
、
仙
北
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
設
置
し
ま
す
。
窓
口
で
の

相
談
の
ほ
か
、
ご
自
宅
に
伺
っ
た

り
、
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
各

支
所
や
仙
北
市
役
所
各
地
域
セ
ン

タ
ー
・
出
張
所
で
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ  

費
用
は
か
か
る
の
？

Ａ  

無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
相
談
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

仙
北
市
自
立
相
談
応
援
セ
ン
タ
ー

（
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会  

総
務
管
理

課:

角
館
町
小
勝
田
間
野
54
‐
５
）

　
☎
（
52
）
１
６
２
４

◎
制
度
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
２
２
８
８

※
こ
の
制
度
は
、
市
が
仙
北
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

仙
北
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
設
置

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
趣
旨
に

基
づ
き
、『
仙
北
市
い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会
』
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
児

童
相
談
所
、
仙
北
警
察
署
そ
の
他
関
係

者
の
連
携
を
図
り
、
い
じ
め
の
防
止
等

の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的

氏
名

所
属
・
役
職

１

田
口 

和
磨

南
児
童
相
談
所
児
童
福
祉
司

２

小
林 

寛
幸

南
児
童
相
談
所
児
童
心
理
司

３

細
川 

秀
清

仙
北
市
子
育
て
推
進
課
参
事
兼
家
庭
援
護
係
長

４

千
葉 

暁
子

仙
北
市
子
育
て
推
進
課
家
庭
相
談
員

５

福
嶋 

サ
チ
子

仙
北
警
察
署
生
活
安
全
課
少
年
係
長

６

菅
原 

由
起
子

仙
北
市
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
代
表

７

村
瀬 

克
広

仙
北
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
角
館
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

８

浅
利 

将
博

仙
北
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長（
桧
木
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

９

千
葉 

薫

仙
北
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長（
生
保
内
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

10

金
子 

俊
隆

仙
北
市
校
長
会
会
長
（
白
岩
小
学
校 

校
長
）

11

清
水 

睦
男

仙
北
市
校
長
会
副
会
長
（
生
保
内
中
学
校 

校
長
）

12

田
口 

桂
一
郎

仙
北
市
教
育
委
員
会
教
育
指
導
課
長

　

秋
田
県
が
発

行
し
て
い
る
身

体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の

カ
バ
ー
の
色
が
『
赤
』
に
統
一
さ
れ
ま

す
。
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
新
し
い

カ
バ
ー
を
お
渡
し
で
き
ま
す
の
で
、
現

在
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
カ
バ
ー
の
変

更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
現
在
お
持

ち
の
手
帳
カ
バ
ー
で
も
引
続
き
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら

障
害
者
手
帳
の
カ
バ
ー
が
変
わ
り
ま
す

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

秋 田 県

秋田県
あ き た け ん

では、手帳
て ち ょ う

をお持
も

ちの方
かた

のプライバシーに配慮
はい り ょ

するなどの

目的
も く て き

で 身体
しんた い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

、 療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

、 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

の色
いろ

や外観
がいかん

を統
と う

一
いつ

します。

平成
へいせい

２７年
ねん

４月
がつ

から交付
こ う ふ

する新
あたら

しい手帳
て ち ょ う

とカバーのイメージです。

（赤
あか

いカバーに金色
きんい ろ

で県の名前
な ま え

とマークが入
はい

ります。手帳
て ち ょ う

の台紙
だ い し

はクリーム色
いろ

です。）

障害者
しょうがいしゃ

の手帳
て ち ょ う

は、各種
か く し ゅ

サービスを受
う

けやすくするために交付
こ う ふ

しています。

公共
こうきょう

施設
し せ つ

や公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

などでサービスを受
う

ける際
さ い

には、本人
ほんにん

確認
か く に ん

が必要
ひつ よ う

ですので

顔
かお

写真
じ ゃ し ん

が貼
は

ってある面
めん

を提示
て い じ

してくださるようお願
ねが

いします。

お問
と

い合
あ

わせは、お住
す

まいの市町村
しち ょ う そ ん

または県
けん

障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

へお願
ねが

いします。

なお、現在
げんざい

お持
も

ちの手帳
てち ょ う

でも福祉
ふ く し

サービスなどを受
う

けることができます。

障 害 者
し ょ う が い し ゃ

の手 帳
て ち ょ う

をお持
も

ちの方
か た

へお願
ねが

いです  

●
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
／

　

現
在
お
持
ち
の
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
カ
バ
ー
の
な
い
旧
式
の
手

帳
を
お
持
ち
の
方
の
み
写
真
と
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
方
／

　

手
帳
様
式
が
変
更
に
な
る
た
め
、
再

交
付
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
写

真
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
窓
口
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁

舎
）、
田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
８
８

　

岩
手
県
野
田
村
の
不
燃
系
混
合
廃
棄

物
受
入
に
伴
う
田
沢
湖
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
と
周
辺
地
区
の
放
射
性
物
質

濃
度
測
定
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
放
射
性
物
質
濃
度
》

●
測
定
結
果
／
不
検
出

●
測
定
項
目
／
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
セ

シ
ウ
ム
１
３
７

※
検
出
下
限
値
は
０
・
５
～
０
・
９ 

ベ
ク
レ
ル

／
㍑

●
実
施
日
／
２
月
18
日 

水 

●
測
定
か
所
・
試
料
／
①
田
沢
湖
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場（
浸
出
水
原
水
）

②
田
沢
湖
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

（
放
流
水
）　

③
田
沢
湖
一
般
廃
棄
物

岩
手
県
野
田
村
の
不
燃
系
混
合
廃
棄
物
受
入
に
伴
う
調
査
結
果

最
終
処
分
場
（
放
流
水
・
沢
水
の
合

流
点
）　

④
田
沢
湖
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
（
地
下
水
）　

⑤
周
辺
地

区
（
飲
用
井
戸
水
）

《
空
間
放
射
線
量
率
》

●
測
定
値
／
０
・
02
～
０
・
04 

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト

／
時

※
秋
田
県
に
お
け
る
地
上
高
１
㍍
の
空
間
放

射
線
量
率
は
０
・
03
～
０
・
09 

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト

／
時

●
実
施
日
／
２
月
18
日 

水 

●
測
定
か
所
／
①
田
沢
湖
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場　

②
田
向
地
区　

③
国

道
46
号
線
交
差
点
付
近

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）

☎
（
43
）
３
３
０
８

　

仙
北
市
の
放
射
性
物
質
測
定
状
況

（
一
般
食
品
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
実
施
日
／
２
月
１
日 

日 

～
28
日 

土 

●
検
査
調
理
場
／
田
沢
湖
・
角
館
・
西

木
の
各
給
食
セ
ン
タ
ー
、
生
保
内
・

神
代
・
に
こ
に
こ
・
ひ
の
き
な
い
・

角
館
（
白
岩
小
百
合
、
角
館
西
、
中

川
）
の
各
保
育
園
、
に
し
き
園

※
角
館
地
区
の
保
育
園
で
は
、
角
館
保
育
園

仙
北
市
の
放
射
性
物
質
測
定
状
況
（
一
般
食
品
）

が
給
食
食
材
を
一
括
購
入
し
て
い
ま
す
。

●
測
定
項
目
／
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
セ

シ
ウ
ム
１
３
７

●
測
定
結
果
／
測
定
下
限
値
未
満

※
測
定
下
限
値
10 

ベ
ク
レ
ル

／
キ
ロ
グ
ラ
ム

※
50 

ベ
ク
レ
ル

／
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上
の
測
定
値
が
出
た
場
合

は
食
材
の
使
用
を
中
止
さ
せ
ま
す
。

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）

☎
（
43
）
３
３
０
８

に
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

３
月
10
日 

火 
に
は
第
１
回
の
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
次
の
通

り
で
す
。(

敬
称
略
）

●
問
合
せ
／
北
浦
教
育
文
化
研
究
所

　
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
８
７

市
の
動
き

●総務課　☎ 43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159
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07

08

　

今
回
号
の
広
報
と
『
家
庭
ゴ
ミ
収
集

日
程
表
』
を
同
時
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
家
庭
ゴ
ミ
の
収
集
日
程

は
、
そ
の
日
程
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
必
ず
お
住
ま
い
の
グ
ル
ー
プ
と
地
区

を
ご
確
認
の
う
え
、
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
グ
ル
ー
プ
名
は
、
現
在
ご
使

用
の
『
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
』
右

上
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
祝
日
・

振
替
休
日
も
平
日
と
同
様
に
収
集
を

行
い
ま
す
（
年
末
年
始
は
変
更
あ
り
）。

③
『
家
庭
ゴ
ミ
収
集
日
程
表
』
は
収
集

等
に
変
更
が
な
い
限
り
、
毎
年
度
の

発
行
は
し
な
い
予
定
で
す
。
大
切
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

④
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
手
持
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と

併
せ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
４
月
か
ら
ゴ
ミ
収
集
等
が
一
部
変
更
と

な
り
ま
す
。
変
更
内
容
に
つ
い
て
は
前

号
『
広
報
せ
ん
ぼ
く
３
月
１
日
号
６
ペ
ー

ジ
』 を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）

☎
（
43
）
３
３
０
８

　

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
（
角
館
町
薗
田
）

☎
（
54
）
３
３
０
５

広
報
せ
ん
ぼ
く
３
月
16
日
号
（
今
回
号
）
と
同
時
配
付

家
庭
ゴ
ミ
収
集
日
程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

　

３
月
31
日 

火   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
７

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で

す
。各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、

地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日 

火　

  

『
夜
間
納
税
窓
口
』

開
設
の
お
知
ら
せ

11月第2
月曜日

第 ３
グループ 名

6月第2
木曜日

・
11月第2
木曜日

毎
月
第
４
木
曜
日

月
・
１０
月
第

木
曜
日
　

毎
月
第
１
水
曜
日

毎
月
第
３
水
曜
日

毎
月
第
４
水
曜
日

第 １
グループ

各

地

4月第2
木曜日

・
9月第3
木曜日

火
曜
日
・
金
曜
日

毎
月
第
１
木
曜
日

毎
月
第

１・３
月
曜
日

第 ２
グループ 区

6月第2
月曜日

・

ビ ン
不燃

缶 類
ペット
ボトル

乾電池
発泡

スチロー
ル

古 紙 類

新聞紙 本 類
ダン

ボール

※日程表は収集等に変更がない限り、毎年度の発行はしません。大切に使用してください。

グループ 地  区  名
粗大
ゴ ミ

可燃
ゴ ミ

資 源 ゴ ミ

曜日の見方
月の最初に来る曜日が第１、次が第２の曜日に

収 集 曜 日
の 午前8時 まで日程表に従い集積所に出してください。

なります。上のカレンダーで は 1 が第1水曜日、

８ が第2水曜日です。また。 6 が第1月曜日、

20 が第3月曜日となります。

  月曜日から金曜日まで祝日・振替休日も収集します

27 28 29 30 31

18

仙北市 ○○地域
19 20 21 22 23 24 25
26

12 13 14 15 16 17
6 7 8 9 10 11

土

家庭ゴミ収集日程表
1 2 3 4

5（保 存 版）
日 月 火 水 木 金

グ
ル
ー
プ
名
・
地
区
名
を
記
載
（
今
ま
で
の
ゴ
ミ
出

し
カ
ン
レ
ダ
ー
の
グ
ル
ー
プ
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

グ
ル
ー
プ
共
通
の
可
燃
ゴ
ミ
、ビ
ン
不
燃
、

缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
電
池
・
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
、
古
紙
類
の
収
集
曜
日

収
集
ゴ
ミ

名
を
記
載

各グループごとの粗大ゴミの収集曜日

田沢湖・角館・西木の各地域名を記載 曜日の見方として、参考例を記載

秋田県議会議員一般選挙のお知らせ

　任期満了に伴う秋田県議会議員一般選挙が４月３日（金）

に告示、４月１２日（日）に投開票の予定です。

　次の条件をすべて満たし、選挙人名簿に登録されている方

▼年齢／平成７年４月１３日以前に生まれた方

　※学生等で市外に居住している方は投票できません。

▼ 住所／平成２７年１月２日以前から引き続き仙北市に住

んでいて、住民基本台帳に登録されている方

　※秋田県内市町村の選挙人名簿に登録されている方が、県内の

市町村間で住民票を移した場合、１回の移動であれば転出前

の市町村で下記の方法により投票することができます。（この

場合は、いずれも現在お住まいの市町村もしくは最寄りの市

町村が発行する「引き続き住所を有する旨の証明書」が必要

となります。）

１．現在お住まいの市町村で不在者投票により投票を行う方法

２．転出前の市町村で投票を行う方法

　投票所は、次のとおりです。入場券が届きましたら、投

票場所を必ず確認してください。

投票区 投票所

田
沢
湖
地
域

田沢 田沢交流センター

石神 石神会館

武蔵野 武蔵野会館

生保内 田沢湖健康増進センター

潟 潟文化センター

岡崎 岡崎生活総合センター

神代 田沢湖福祉医療センター

梅沢 森腰構造改善センター

卒田 卒田会館

角
館
地
域

北 仙北市役所角館庁舎

南 市立角館総合病院

東 角館交流センター

西 角館中学校

中川 中川集落センター

雲沢 雲沢集落センター

西長野 西長野交流センター

白岩 白岩小学校

西
木
地
域

上桧木内 紙風船館

桧木内 西木総合健康増進センター
（吉田体育館）

西明寺北 かたくり館

西明寺南 西木総合開発センター

　※桧木内投票区は西木総合健康増進センター（吉田体育館）に

なっていますので、ご注意ください。

　身体に重度の障がいがあり、下記の要件にあてはまる方

は、所定の手続きで、郵便等による不在者投票ができます。

あらかじめ当選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」の

交付を受けておく必要がありますので、ご注意ください。

１  身体障害者手帳に次のいずれかの障がいが記載されてい

る方

◆両下肢、体幹、移動機能の障がい　　  …１級または２級

◆心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障がい

…１級または３級

◆免疫、肝臓の障がい　　　　　　　  …１級から３級まで

２ 戦傷病者手帳に次のいずれかの障がいが記載されている方

◆両下肢、体幹の障がい　　  …特別項症から第２項症まで

◆心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障がい

…特別項症から第３項症まで

３ 介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介護５」

と記載されている方

▼期日前・不在者投票のできる期間／

　平成２７年4月4日（土）～4月11日（土）

　※投票日当日に仕事などのために投票所に行くことができない方

は、期日前・不在者投票をご利用ください。

１ 期日前投票は、お住まいの地域に関係なく次の６投票所

いずれでも投票できます。

投票所 投票時間

仙北市役所

田沢湖・角館・西木庁舎
午前８時３０分～午後８時

田沢・神代・桧木内出張所 午前８時３０分～午後５時

　※各出張所は、投票時間が午後５時で終了します。

　入場券がお手元に届いている場合は、入場券裏面の「期

日前投票宣誓書兼請求書」にあらかじめ所要事項を記入

のうえ、投票時にご持参ください。

２ 滞在先（出稼ぎ等）で不在者投票を行う場合は、お早め

に請求してください。仙北市役所各庁舎、各出張所窓口

に３月２６日（木）から請求書を準備しています。

３ 病院等の指定施設に入院・入所されている場合は、施設

の担当者におたずねください。

４ 郵便による不在者投票（郵便投票証明書をお持ちの方）は

４月８日（水）までに請求してください。

入場券の発送は、

4月3日の予定です。

投・開票予定日時と会場

期日前・不在者投票

投票できる方

投票所 郵便等による不在者投票

問合せ　仙北市選挙管理委員会　☎４３- １１５０

  平成２７年4月12日（日）

▼投票／午前７時から午後７時まで（市内２１投票所）

▼開票／午後８時３０分から（角館交流センター）
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

B
ulletin board

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
進
学
に
よ
り
転

出
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
住
所
が

あ
る
市
町
村
で
発
行
す
る
た
め
、
市
役
所

で
転
出
の
手
続
き
を
す
る
と
仙
北
市
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
進
学
の
た
め
転
出
さ
れ

る
場
合
は
、
世
帯
主
（
保
護
者
）
の
申
請

に
よ
り
仙
北
市
か
ら
保
険
証
を
発
行
で
き

ま
す
。
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・
出
張

所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
に
て
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
も
同
様
の
手
続
き
を
し
て

い
た
方
に
は
、
関
係
書
類
を
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
ま
た
は

非
該
当
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

▼
学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▼
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

▼
世
帯
主
の
印
鑑

※
今
年
の
４
月
か
ら
進
学
さ
れ
る
方
も
転

出
の
手
続
き
時
に
申
請
で
き
ま
す
が
、
４

月
以
降
に
在
学
証
明
書
を
必
ず
お
近
く
の

市
役
所
各
庁
舎
・
出
張
所
の
国
民
健
康
保

険
担
当
窓
口
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

職
場
等
の
健
康
保
険
に
加
入
後
は
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

就
職
や
扶
養

認
定
な
ど
で
職

場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
場

合
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者

証
を
使
用
し
て

医
療
機
関
等
を

受
診
で
き
ま
せ

ん
。（
職
場
の
健
康
保
険
証
が
ま
だ
手
元

に
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
使
用
で
き
ま

せ
ん
）

　

速
や
か
に
市
役
所
各
庁
舎
・
出
張
所
の

国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
に
て
、
国
民
健

康
保
険
を
脱
退
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
は
、
必
ず

「
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
」
旨
を
伝
え
、
新
し
い
健

康
保
険
証
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
速
や
か

に
受
診
し
た
医
療
機
関
・
調
剤
薬
局
へ
連

絡
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
後
も
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機

関
等
を
受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
か
か
っ

た
医
療
費
（
仙
北
市
が
負
担
し
た
分
）
を

返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
月
に
中
学
校
入
学
、
ま
た
は
ひ
と
り
親

家
庭
で
３
月
に
高
校
等
を
卒
業
す
る
方
へ

　

現
在
、
有
効
期
限
が
３
月
31
日
ま
で
の

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で

も
、
新
た
に
別
の
区
分
に
該
当
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
ま
た
は
療

育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
は
障
が
い
者
の

区
分
で
、ひ
と
り
親
家
庭
の
12
歳
以
上（
中

学
生
以
上
）
18
歳
ま
で
（
高
校
等
卒
業
ま

で
）
の
方
に
つ
い
て
は
ひ
と
り
親
家
庭
の

区
分
で
、
引
き
続
き
福
祉
医
療
に
該
当
す

る
旨
の
通
知
を
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
が
届
い
た
方
は
、
お
近
く
の
市
役

所
各
庁
舎
・
出
張
所
で
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
請
し
た
月
の
月
初
め
か
ら
新
た

な
区
分
で
福
祉
医
療
に
該
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
で
な
い
方
で
、
前
記
障
が
い
者
の

区
分
お
よ
び
ひ
と
り
親
家
庭
の
区
分
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
（
ひ
と
り
親
家
庭

の
区
分
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）
や
、

そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、
市
民
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要

で
す
。

▼
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ

た
と
き

▼
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

▼
ひ
と
り
親
家
庭
で
は
な
く
な
っ
た
と
き

（
事
実
婚
含
む
）

▼
転
出
、
死
亡
し
た
と
き

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の
等
級

が
変
わ
っ
た
と
き

▼
受
給
者
証
を
紛
失
、
汚
損
、
破
損
し
た

と
き

▼
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
と
き

　

健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
（
障
が
い
者
の
区
分
で
該
当

し
て
い
る
方
）、
受
給
者
証
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・

出
張
所
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市民課国保年金係からお知らせ
☎43-3316

　

今
、
国
民
の
２
人
に
１
人
が
か
か
る

病
気
と
な
っ
た
が
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん

を
代
表
し
て
、
大
腸
が
ん
撲
滅
推
進
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
聞
い
た
「
今

聞
い
て
み
た
い
こ
と
、
関
心
が
あ
る
こ

と
」
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

今
回
は
「
便
検
査
で
陽
性
に
な
る
と
、

そ
の
瞬
間
に
が
ん
だ
と
思
っ
て
し
ま
う

人
が
多
い
と
思
う
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
陽
性
（
要
精
密
検
査
）
と
な
っ
た
場

合
で
も
、実
際
に
が
ん
が
見
つ
か
る
（
陽

性
反
応
適
中
度
）
の
は
、
大
腸
が
ん
検

診
で
は
3
％
程
度
、
最
も
可
能
性
の
あ

る
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
も
5
％
程
度
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
多
く
の
人
々

が
「
が
ん
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
結

果
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
、
陰
性
の
方
と
比
べ
る
と
そ
の
割
合

が
高
い
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
陽

性
と
な
っ
た
ら
、
必
ず
精
密
検
査
を
受

け
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
便
潜
血
検
査
（
一
次
検
査
）
は
、
便

の
中
に
血
液
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
陽
性
と
な
る

と
「
何
か
の
間
違
い
か
も
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
再
度
同
じ
検
査
を
受
け
る
方

が
い
ま
す
。
し
か
し
毎
回
出
血
し
て
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
精
密
検
査

と
し
て
便
潜
血
検
査
を
行
う
こ
と
に
あ

ま
り
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た「
き
っ
4

4

と
痔
の
せ
い

4

4

4

4

4

」
と
い
う
自
己
判
断
か
ら

精
密
検
査
を
受
け
な
い
方
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
病
気
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
精
密
検
査
の
第
一
選
択

肢
は
「
大
腸
内
視
鏡
検
査
」
で
す
。
検

査
前
に
腸
内
を
キ
レ
イ
に
し
て
、
肛
門

か
ら
大
腸
内
視
鏡
を
入
れ
、
大
腸
内
に

異
常
が
な
い
か
、
腸
の
表
面
を
観
察
し

ま
す
。

　
精
密
検
査
受
診
率
は
全
国
で
67
％
、

仙
北
市
で
79
％
（
平
成
24
年
度
）
で
す
。

不
安
な
ま
ま
で
我
慢
せ
ず
に
、
ま
ず
は

き
ち
ん
と
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。「
大

丈
夫
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
と
た
ん
に

元
気
が
出
て
き
た
と
い
う
方
は
と
て
も

多
い
の
で
す
。

　
大
腸
に
限
ら
ず
他
の
が
ん
検
診
で
も

「
要
精
密
検
査
」
と
な
っ
た
時
は
必
ず 

定
め
ら
れ
た
方
法
で
精
密
検
査
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

い
か
が
で
し
た
か
？

精
密
検
査
っ
て
大
事
な
ん
で
す
ね
。

答 問

　

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適

用
事
業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は

引
き
続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の

60
歳
未
満
の
人
は
国
民
年
金
に
加

入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職
し
た
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の

配
偶
者
（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と

な
る
場
合

　

60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ

び
そ
の
配
偶
者
な
ど
（
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る

人
や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の

人
）
と
な
る
場
合
に
は
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
に
は
住
所
地
の
市

区
役
所
ま
た
は
町
村
役
場
の
窓
口

で
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

と
な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
こ
の
手
続
き
に
は
年
金
手
帳

ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、

退
職
後
の
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
に
つ
い
て

離
職
証
明
な
ど
の
退
職
日
の
わ
か

る
も
の
を
添
付
し
て
「
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
取
得
届
」
を
提

出
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と

な
る
場
合

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
老
齢
ま

た
は
退
職
を
理
由
と
す
る
年
金
の

受
給
権
を
有
す
る
人
は
除
く
）
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
配
偶
者
は
国
民
年
金
の
第

３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
に
は
配
偶
者
の
勤
務
先
経

由
で
年
金
事
務
所
に
届
出
書
を
提

出
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者

と
な
る
場
合

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
老
齢
給

付
の
受
給
期
間
が
不
足
し
て
い
る

か
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
国
民
年

金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
65
歳

み
な
さ
ん
の
気
に
な
る
質
問
！

国民年金
だより

以
上
70
歳
未
満
で
老
齢
給
付
の
受

給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場

合
に
も
任
意
加
入
被
保
険
者
（
特

例
任
意
加
入
被
保
険
者
）
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
住
所

地
の
市
区
役
所
ま
た
は
町
村
役
場

の
窓
口
で
行
い
ま
す
。
年
金
手
帳

ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を

添
付
し
て
本
人
が
手
続
き
を
行
い

ま
す
。

　

任
意
加
入
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
と
同
じ
で
す
が
、
保
険
料
の
免

除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
65

歳
以
上
の
特
例
任
意
加
入
被
保
険

者
は
付
加
保
険
料
の
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
任
意
加
入
被
保

険
者
の
場
合
保
険
料
の
納
付
方
法

は
原
則
と
し
て
口
座
振
替
に
な
り

ま
す
。

《
問
合
せ
》

　

仙
北
市
役
所 

市
民
課 

国
保
年

金
係　

☎
（
43
）
３
３
１
６

　

大
曲
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
８
７（
63
）
２
２
９
６

健
康
情
報

問合せ  仙北市健康管理センター  ☎　55-1112

福
祉
医
療
か
ら
お
知
ら
せ

福
祉
医
療
か
ら
お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
？

お
知
ら
せ

見
本

STOP
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『
私
が
愛
し
た
い
も
の
』

　

角
館
高
等
学
校
二
年　

手
代
木
咲
希

　

例
え
ば
、
身
近
に
八
十
分
し
か
記
憶

が
持
た
な
い
人
が
い
る
な
ら
、
私
は
な

ぜ
覚
え
ら
れ
な
い
の
か
と
怒
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
今
日

起
こ
っ
た
出
来
事
を
紙
に
書
き
、
服
に

　
『
平
成
26
年
度
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
』（
仙
北
市
教
育
委
員
会
主

催
・
角
館
図
書
館
後
援
会
後
援
）
が
行
わ
れ
、
応
募
総
数
１
５
３
点
の
中
か
ら

仙
北
市
長
賞
に
畠
山
紗
依
さ
ん
（
小
中
学
校
の
部
：
西
明
寺
小
1
年
）、
手
代
木

咲
希
さ
ん
（
高
校
・
一
般
の
部
：
角
館
高
2
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

2
月
22
日
に
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
審
査
結
果
と
仙
北
市
長
賞
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

仙
北
市
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
私
の
世
界
は

数
学
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し

て
や
八
十
分
し
か
な
い
世
界
で
、
数

学
を
一
番
に
考
え
る
こ
と
は
、
私
に

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
数
学
は
、
学
校
の

授
業
で
一
番
嫌
な
授
業
で
、
教
科
の

中
で
も
一
番
不
得
意
な
も
の
で
す
。

な
ん
と
も
言
え
な
い
理
屈
と
数
式
が

苦
手
で
、
で
き
れ
ば
や
り
た
く
な
い
、

そ
う
い
う
も
の
で
す
。
ど
ん
な
に
博

士
が
優
し
く
て
も
、
ど
ん
な
に
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
て
も
、
数
学
を
好
き

に
は
な
れ
な
い
だ
ろ
う
と
最
初
の
ペ

ー
ジ
を
読
ん
だ
時
に
は
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
博
士
が
家
政
婦
の
「
私
」

の
息
子
に
教
え
る
数
学
の
話
を
聞
い

て
、
一
番
嫌
い
だ
っ
た
数
学
の
、
そ

れ
も
√
の
問
題
が
嫌
い
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。「
君
は
ル
ー
ト
だ
。
ど
ん

な
数
学
で
も
嫌
が
ら
ず
自
分
の
中
に

か
く
ま
う
寛
大
な
記
号
の
ル
ー
ト
。」

ル
ー
ト
を
そ
ん
な
風
に
思
う
博
士
の

世
界
は
や
っ
ぱ
り
数
学
で
で
き
て
い

る
ん
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

嫌
い
な
二
次
関
数
の
グ
ラ
フ
よ
り
も
、

無
駄
に
長
い
数
式
よ
り
も
、
息
子
を

ル
ー
ト
だ
と
言
う
博
士
の
世
界
の
方

が
難
し
い
気
が
し
ま
す
。

　

博
士
が
こ
の
世
で
最
も
愛
し
た
も

の
は
素
数
で
、
数
学
で
数
字
で
す
。

そ
し
て
静
か
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
博
士
の

記
憶
は
八
十
分
し
か
持
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
日
に
あ
っ
た
泣
く
ほ
ど
嬉
し
い

こ
と
も
泣
く
ほ
ど
悔
し
い
こ
と
も
つ

ら
い
こ
と
も
全
て
八
十
分
し
か
持
た

な
い
の
で
す
。
メ
モ
を
し
た
か
ら
大

丈
夫
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

私
は
思
い
ま
す
。
思
い
出
と
し
て
記

憶
に
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
ど

ん
な
気
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
考
え
す
ら
も
忘
れ
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
か
。

　
「
私
」
の
息
子
が
包
丁
で
手
を
切
っ

た
こ
と
、
三
人
で
野
球
観
戦
に
行
っ

た
こ
と･･･

。
何
も
か
も
全
て
八
十
分

で
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
一
番
理
解

し
て
一
番
悲
し
ん
で
い
る
の
は
博
士

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
博
士
が
す

す
り
泣
き
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
読
ん

で
思
い
ま
し
た
。
記
憶
と
い
う
の
は

自
然
に
忘
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
決
し

て
忘
れ
な
い
も
の
も
あ
る
は
ず
で
す
。

私
が
八
十
分
し
か
記
憶
が
持
た
な
か

っ
た
ら
と
考
え
た
時
に
、
博
士
で
い

う
数
学
の
よ
う
な
も
の
が
私
に
は
あ

る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
一
日
た
っ

た
八
十
分
で
新
し
い
こ
と
を
覚
え
て

も
無
駄
だ
し
、「
そ
れ
し
か
な
い
」
と

思
え
る
も
の
も
今
の
と
こ
ろ
、
あ
り

ま
せ
ん
。
数
学
を
愛
せ
る
博
士
を
尊

敬
し
ま
す
。

　

息
子
の
ル
ー
ト
を
大
事
に
し
、
数

学
を
愛
し
、
静
か
に
問
題
を
解
い
て

た
っ
た
八
十
分
の
記
憶
を
メ
モ
す
る

博
士
を
、
最
初
は
変
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
博
士
に
は
数
学
し

か
な
く
て
、
覚
え
た
く
て
も
覚
え
ら

れ
な
い
悲
し
み
が
あ
っ
て
、「
私
」
と

息
子
が
来
る
ま
で
一
人
で
い
た
ん
だ

と
考
え
る
と
少
し
切
な
い
感
じ
が
今

は
し
ま
す
。
博
士
は
「
私
」
や
息
子

と
過
ご
し
て
い
く
う
ち
に
一
分
も
記

憶
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
最
初
に

症
状
が
現
れ
た
一
九
七
五
年
で
止
ま

っ
て
、
そ
こ
か
ら
進
め
な
く
な
る
の

で
す
。
そ
れ
で
も
「
私
」
と
息
子
は

博
士
の
元
へ
行
く
の
を
止
め
ま
せ
ん

で
し
た
。「
私
」
と
息
子
と
博
士
は
記

憶
が
な
く
て
も
い
る
だ
け
で
い
い
、

そ
う
い
う
関
係
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
博
士
は
忘
れ
て

し
ま
っ
て
も
、
私
と
息
子
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
カ
ー
ド
を
肌
身
離
さ
ず
持

っ
て
い
る
か
ら
、
二
人
は
何
年
も
何

十
年
も
会
い
に
行
く
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
記
憶
が
全
て
で
は
な
い
と
学

ん
だ
気
が
し
ま
す
。
こ
の
先
も
し
、

私
の
記
憶
が
な
く
な
っ
た
り
、
記
憶

が
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
そ
の
時
は
博
士
の
よ
う

に
何
か
に
一
生
懸
命
取
り
組
め
る
よ

う
な
人
に
、
取
り
組
め
る
何
か
を
持

っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
嫌
い
な
数
学

を
好
き
に
し
て
く
れ
た
博
士
に
感
謝

で
す
。

読
ん
だ
本『

博
士
が
愛
し
た
数
式
』

（
新
潮
文
庫
）

付
け
て
い
る
な
ら
「
や
め
て
」
と
言
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
私
が
そ
の
人

の
「
家
政
婦
」
だ
っ
た
ら
毎
日
毎
日
初

対
面
の
人
と
し
て
接
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん
私
は
そ
の
う
ち
面
倒

に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
こ
の
本
の
「
私
」
は
何
で
も
数
学

的
に
考
え
、
数
学
を
愛
し
て
い
る
「
博

士
」
に
毎
日
毎
日
数
学
的
な
挨
拶
を
し

ま
す
。
た
っ
た
八
十
分
し
か
記
憶
が
持

た
な
い
博
士
は
「
私
」
の
こ
と
を
紙
に

書
き
、
服
に
付
け
ま
す
。
足
の
サ
イ
ズ

か
ら
生
年
月
日
、
数
字
で
会
話
を
す
る

博
士
に
と
っ
て
数
学
が
博
士
の
言
葉
で

数
学
が
全
て
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
人
の
世
界
は
数
学
で
で
き
て
い
る
の

主
催
：
仙
北
市
教
育
委
員
会　

後
援
：
角
館
図
書
館
後
援
会

問
合
せ
：
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
・
学
習
資
料
館　

☎
（
43
）
３
３
３
３

仙
北
市
長
賞

　

畠
山
紗
依
（
西
明
寺
小
１
年
）

　

手
代
木
咲
希
（
角
館
高
2
年
）

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

　

石
郷
岡
卯
月
（
角
館
小
4
年
）

　

大
澤
ゆ
き
乃
（
中
川
小
6
年
）

　

木
元
聖
（
角
館
中
3
年
）

仙
北
市
教
育
長
賞

　

髙
橋
俊
介
（
白
岩
小
2
年
）

　

大
屋
敷
舟
（
神
代
小
4
年
）

　

三
浦
嘉
夏
（
角
館
高
2
年
）

入
選　

小
学
校
低
学
年
の
部

　

佐
藤
心
（
角
館
小
1
年
）

　

西
宮
理
央
（
角
館
小
1
年
）

入
選　

小
学
校
中
学
年
の
部

　

細
川
璃
音
（
神
代
小
3
年
）

　

宮
本
春
菜
（
神
代
小
3
年
）

入
選　

小
学
校
高
学
年
の
部

　

佐
藤
千
絢
（
神
代
小
5
年
）

　

西
宮
奈
那
（
西
明
寺
小
6
年
）

入
選　

中
学
校
の
部

　

山
崎
禎
久
（
角
館
中
2
年
）

　

佐
々
木
萌
子
（
神
代
中
2
年
）

　

橋
本
琉
（
角
館
中
3
年
）

入
選　

高
校
・
一
般
の
部

　

草
薙
奈
々
（
角
館
高
2
年
）

　

千
葉
菜
摘
（
角
館
高
2
年
）

　

藤
原
実
咲
（
角
館
高
2
年
）

佳
作　

小
学
校
低
学
年
の
部

　

佐
々
木
祐
奈
（
中
川
小
2
年
）

　

髙
山
淳
仁
（
角
館
小
2
年
）

佳
作　

小
学
校
中
学
年
の
部

　

門
脇
時
男
（
西
明
寺
小
4
年
）

　

辻
谷
彩
果
（
白
岩
小
4
年
）

佳
作　

小
学
校
高
学
年
の
部

　

高
橋
慶
多
（
西
明
寺
小
5
年
）

　

藺
藤
佳
穂
（
角
館
小
6
年
）

　

平
岡
恵
太
（
神
代
小
6
年
）

佳
作　

中
学
校
の
部

　

伊
藤
和
磨
（
桧
木
内
中
1
年
）

　

加
藤
祐
樹
（
角
館
中
2
年
）

佳
作　

高
校
・
一
般
の
部

　

白
石
沙
耶
芳
（
角
館
高
2
年
）

　

進
藤
夏
希
（
角
館
高
2
年
）

　

能
美
佳
央
（
角
館
高
2
年
）

仙
北
市
長
賞
（
高
校
・
一
般
の
部
）

『
ま
え
む
き
に
が
ん
ば
る
人
に
』

　
　

西
明
寺
小
学
校
一
年　

畠
山
紗
依

　

ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
く
ん
、
き
み
は
、
お

も
い
き
ゃ
く
車
を
ひ
く
の
が
い
や
だ
っ

た
ん
だ
ね
。
じ
ぶ
ん
一
人
な
ら
は
や
く

は
し
れ
る
と
お
も
っ
た
ん
だ
ね
。
だ
か

ら
、
い
や
な
こ
と
か
ら
に
げ
出
し
た
っ

て
わ
か
っ
た
よ
。

　

わ
た
し
も
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
か

ら
に
げ
出
し
た
と
き
が
あ
る
よ
。
バ
レ

エ
の
か
ら
だ
そ
ら
し
の
れ
ん
し
ゅ
う
は
、

と
て
も
き
つ
い
で
す
。
お
し
り
に
、
グ

ッ
と
力
を
い
れ
て
こ
し
を
う
か
せ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
し
っ
ぱ
い
す
る
と

あ
た
ま
を
ぶ
つ
け
て
、
い
た
い
の
で
す
。

わ
た
し
は
、
れ
ん
し
ゅ
う
し
な
き
ゃ
い

け
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た
け
ど
、
つ
い

つ
い
さ
ぼ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
な
か
な
か
じ
ょ
う
ず
に
な

ら
な
い
の
で
、
バ
レ
エ
の
先
生
は
、

「
ま
い
日
お
ふ
ろ
あ
が
り
に
れ
ん
し
ゅ
う

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。」
と
い
い
ま
し

た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、「
あ
た
ま
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
し
く
と
い
た
く
な
い
よ
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
た
く
さ
ん
は
げ
ま
し
て
く
れ

た
の
で
、
い
ま
は
、
が
ん
ば
っ
て
れ
ん
し

ゅ
う
し
て
い
ま
す
。
す
こ
し
ず
つ
せ
い
こ

う
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
く
ん
、
き
み
も
い
ろ

ん
な
人
に
た
す
け
ら
れ
て
い
た
ね
。
ジ

ム
や
オ
ー
リ
ー
が
き
み
を
み
つ
け
て
く

れ
た
と
き
、
き
っ
と
う
れ
し
か
っ
た
ね
。

に
げ
て
、
み
ん
な
に
め
い
わ
く
を
か
け

た
の
に
、
ジ
ム
た
ち
は
、
き
み
を
さ
が

し
て
く
れ
た
ね
。
み
ん
な
ち
ゅ
う
ち
ゅ

う
く
ん
の
こ
と
が
す
き
な
ん
だ
ね
。

　

わ
た
し
も
先
生
や
お
か
あ
さ
ん
に
は

げ
ま
し
て
も
ら
っ
た
と
き
、
う
れ
し
か
っ

た
よ
。
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
く
ん
の
お
は
な
し

を
よ
ん
で
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
や
に
が

手
な
こ
と
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
、
つ
づ

け
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
わ
か
っ
た
よ
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
に
が
手
な
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
お
も
う
け
ど
、
に
が
手

な
こ
と
か
ら
に
げ
な
い
で
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
く
ん
の
お
か

げ
で
、
ま
え
む
き
に
が
ん
ば
る
人
に
な

れ
そ
う
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

読
ん
だ
本

『
い
た
ず
ら
き
か
ん
し
ゃ　

ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
音
館
書
店
）

仙
北
市
長
賞
（
小
中
学
校
の
部
）

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果
（
敬
称
略
）

平
成
26
年
度
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生涯学習課　 ☎43-3383

田沢湖公民館 ☎43-1061

角館公民館　 ☎54-1110

西木公民館　 ☎47-3100

平
成
27
年
度
仙
北
市
公
民
大
学 

新
規
入
学
者
募
集
締
切
迫
る

　
仙
北
市
公
民
大
学
は
、
５
つ
の
学
科
の

中
か
ら
選
択
し
て
入
学
し
、
生
涯
学
習
を

通
じ
て
共
に
学
び
楽
し
く
集
い
、
喜
び
と

生
き
が
い
を
見
い
だ
す
と
と
も
に
、
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
校
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
新

規
入
学
者
締
切
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
参
加
対
象
》
仙
北
市
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
入
学
で
き
ま
す
。

《
申
込
み
》
３
月
23
日
月
ま
で

※
最
寄
り
の
公
民
館
に
設
置
し
て
あ
る
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
事
務
局
（
角
館
公
民
館
）

《募集学科》

学科名 内容 主な学習会場 日時

郷土研
究学科

郷土の歴史に
ついて学ぶ

樺細工伝承館
毎月第2火曜日
13:30～15:00

園芸学科
園芸の楽しさ
を 初 歩 か ら

（ダリヤ、菊花等）

伝承館向かい
豊心園

月2回（木曜日）
午前

書道学科 初歩から学べる 角館公民館
毎月第2・4水曜
日 13:30～15:30

陶芸学科
陶芸の楽しさ
を学ぶ

角館東地区公
民館

毎月第1・3火・木
曜日 9:30～16:00

社会学科
（下延・広久
内・川崎校）

健康づくりと
社会学習

月により変更
月1回
10:00～12:00

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

　
年
齢
に
関
係
な
く
、
い
つ
で
も
手
軽
に
出
来

る
の
が
編
み
物
の
魅
力
で
す
。
目
数
、
段
数
を

数
え
な
が
ら
常
に
頭
と
手
を
フ
ル
回
転
し
て
の

編
み
物
は
当
然
脳
に
も
良
さ
そ
う
で
す
。
先

生
の
丁
寧
で
優
し
い
指
導
の
も
と
、
根
気
良
く

コ
ツ
コ
ツ
と
一
目
一
目
編
み
完
成
さ
れ
た
作
品

…
。
そ
れ
は
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
の
素
晴

ら
し
い
セ
ー
タ
ー
、
ベ
ス
ト
に
な
り
ま
す
。

　
月
２
回
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
教

室
、
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
生
涯
学
習
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

　
西
木
公
民
館
で
は
、

エ
コ
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
で
可
愛
い

手
提
げ
か
ご
作
り
の
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
見
簡
単
そ
う
に
見

え
ま
す
が
部
品
数
が
多

く
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

の
裁
断
、
本
数
の
裂
き

方
な
ど
パ
ー
ツ
を
取
る
た
め
に

約
１
時
間
半
も
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
か

ご
の
底
作
り
か
ら
持
ち
手
部
分
ま
で
の
作
業
は

大
変
根
気
の
要
る
も
の
で
し
た
が
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
真
剣
に
取
り
組
む
姿
か
ら
一
生
懸
命

覚
え
よ
う
と
す
る
努
力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
り
に
そ
れ
ぞ
れ
、
満
足
・
不
満
足

は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
宅
で
再
挑
戦
し
て
見
事

な
作
品
を
作
っ
て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
の

で
、
こ
の
後

も
い
ろ
い
ろ

な
タ
イ
プ
の

か
ご
作
り
に

挑
戦
し
て
く

れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

ニ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
の
か
ご

作
り
教
室
【
西
木
公
民
館
】

　
市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
し
て
み
た
い
な
ど
、
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
紹
介

生
涯
学
習
活
動
紹
介

活動日時　月 2 回   水曜日  10:00 ～ 15:00

活動場所　田沢湖総合開発センター　会員数  12 人

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
市
民
の
新
し
く
何
か
を
学
ん

で
み
た
い
！
趣
味
や
特
技
を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
や

友
人
を
増
や
し
た
い
！
そ
ん
な
要
望
に
答
え
ら
れ
る

よ
う
、
現
在
市
内
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
・
団

体
等
の
情
報
を
ま
と
め
た
平
成
27
年
度
版
『
仙
北
市

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
ま
す
。

　
市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
て
活
動
内

容
等
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
す
る
サ
ー

ク
ル
・
団
体
等
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
生
涯
学
習
課
ま
で
。

サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
方
に
お
願
い

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
工
夫
し
て
、
一
校
で
も
多
く

卒
業
式
に
出
席
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
校
舎

に
差
し
込
む
春
の
日
差
し
は
暖
か
く
、
子
ど
も
達

の
表
情
に
生
命
力
を
感
じ
ま
す
。
我
が
家
の
子
ど

も
達
と
共
有
で
き
な
か
っ
た
時
間
を
取
り
戻
せ
そ

う
な
気
も
し
ま
す
。

　

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
冬
が
長
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
今
年
は
除
排
雪
の
事
故
が
多
く
、
市
内

で
は
命
を
落
と
さ
れ
た
方
、
雪
下
ろ
し
作
業
で
怪

我
を
さ
れ
た
方
々
が
続
出
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は

謹
ん
で
哀
悼
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
高
齢
者
の
除
排
雪
支
援
事
業
に
不
安

を
抱
え
た
ま
ま
、
降
雪
期
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域

運
営
体
が
担
い
手
だ
っ
た
除
排
雪
事
業
を
見
直

し
、
新
し
い
体
制
で
臨
み
ま
し
た
が
、
除
排
雪
を

依
頼
す
る
側
と
、
受
け
手
側
で
上
手
に
や
り
取
り

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
ご
近
所
同
士
の
助
け
合
い

習
慣
が
壊
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
利
用
券
の
使
い
勝

手
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
…
。

　

そ
れ
ら
の
全
て
が
、
現
実
に
苦
情
と
し
て
市
役

所
窓
口
に
殺
到
し
ま
し
た
。
受
け
手
が
不
足
し
、

後
半
に
な
っ
て
運
営
体
の
協
力
を
い
た
だ
く
ま

で
、
要
望
に
お
応
え
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
皆
様
に
大
変
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
、

本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
制
度
自
体

の
組
み
直
し
が
必
要
で
す
。

　

一
方
で
、
雪
国
の
豊
か
さ
を
改
め
て
感
じ
た
幾

つ
か
の
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
小
正
月
行
事
の
多

様
さ
と
文
化
的
背
景
は
、
観
光
素
材
と
し
て
秀
逸

で
す
。
そ
し
て
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
。
本
当
に
胸
が
高
鳴
り
ま
し
た
。
開

催
に
向
け
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
が
、
大

成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
場
の
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
は
、
新
幹
線
か

ら
の
距
離
、
雪
質
、
周
辺
の
観
光
資
源
、
市
民
の

お
も
て
な
し
…
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
申
し
分
な
く
、

各
国
の
競
技
関
係
者
か
ら
、「
奇
跡
の
ス
キ
ー
場
」

と
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
最
大
の
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
前
日

夜
半
の
暴
風
雪
に
、
ま
た
競
技
中
の
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
気
象
条
件
の
中
で
、
徹
底
的
に
競
技

コ
ー
ス
を
整
備
し
続
け
た
皆
様
に
、
ど
れ
だ
け
感

謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

渦
中
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
過
ぎ
る

と
冷
静
に
見
渡
せ
ま
す
。
春
に
な
っ
て
、
じ
っ
く

り
と
ふ
り
返
り
、
除
排
雪
作
業
や
小
正
月
行
事
の

こ
と
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
向

け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

『
春
に
ふ
り
返
る
冬
の
苦
楽
』

No.78

まちづくり
日記

　

仙
北
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
正

し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康
で
元

気
に
暮
ら
す
た
め
の
指
針
と
し
て
「
第

２
期
仙
北
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
食
育
」

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
関

連
情
報
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
の
計
画
も
あ

わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
最
終
回
】
地
産
地
消

　

『
地
産
地
消
』
と
は
、
地
域
で
生
産

さ
れ
た
も
の
を
そ
の
地
域
で
消
費
す

る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
、
農
業
者

と
消
費
者
を
結
び
付
け
る
取
組
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
、
消
費
者
が
、
生

産
者
と
『
顔
が
見
え
、
話
が
で
き
る
』

関
係
を
築
き
、
地
域
の
農
業
と
関
連

産
業
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
食
を
め
ぐ
る
多
く
の
問
題

か
ら
、
食
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。『
食
』
は
生
命
の
源
で
あ

り
、
全
て
に
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
『
食
』
を
支
え

る
の
は
『
農
業
』
で
す
。

　

地
産
地
消
は
、
単
に
『
地
場
産
品

の
消
費
拡
大
』
と
い
う
面
だ
け
で
は

な
く
、『
産
地
と
食
卓
の
交
流
』
や
『
健

康
的
な
食
生
活
の
実
現
』、『
旬
と
食

文
化
へ
の
理
解
』、『
環
境
保
全
』、『
地

仙北市食育推進会議・総合産業研究所    ☎ 43-2243 毎月 19 日は食育の日

食
育
っ
て
何
だ
ろ
う

？域
の
活
性
化
』
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

役
割
を
持
ち
、『
農
業
を
守
る
こ
と
』

に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
１
年
間
、
各
テ
ー
マ

を
通
じ
て
『
食
育
』
に
つ
い
て
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
こ
の
食
育
に
つ
い
て
理
解

し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

身
や
ご
家
族
の
心
と
体
の
健
康
、
そ

し
て
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
繋
が

る
こ
と
が
お
わ
か
り
に
な
っ
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
食
育
に
つ
い
て
推
進

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

最
終
回
と
し
ま
す
。

『
目
指
せ
・
正
し
い
食
習
慣
』

～
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
～

《
仙
北
市
食
育
推
進
基
本
目
標
》

計
画
期
間
　
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
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2015 年度 秋田県オルガン奏
者養成講座受講生募集
　アトリオン音楽ホールではパイプオル

ガンの魅力に触れながら、オルガン演奏

に必要な知識や技術を学んでいただきた

く秋田県オルガン奏者養成講座の 2015

年受講生を募集します。

【募集期間】4 月 13 日 月 まで

【募集人員】初級コース、フォローアップ

コース　計 20 人

【受講料】50,000 円（5 月～ 3 月）

【問合せ】詳細はアトリオン音楽ホール

ホームページまたはお電話で。秋田ア

トリオン事業部  ☎ 018-836-7803

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

OSHIRASE NAVI募集

OSHIRASE NAVIお知らせ

変質した灯油での石油ストー
ブの事故防止について！
　変質した灯油を使用することで石油ス

トーブが消火不良となる恐れがあります。

ストーブを片づける時期を前に灯油の取

り扱い方法について注意しましょう！

【シーズン終わりまでに灯油を使い切りま
しょう】灯油の変質は見た目ではわかり

　にくいため、次のシーズンへ持ち越さ

ずに使い切りましょう。使い切れず廃

棄する場合は、近くのガソリンスタン

ドや灯油販売店等に相談してください。

【保管場所】やむを得ず保管する際は、日

光を避けて物置等の暗所に置いてくだ

さい。

【保管方法】ポリタンクで保管する場合は、

推奨認定ラベルを貼付している紫外線

を遮る赤色のポリタンクを使用してく

ださい。また、蓋をしっかり締めて保

管してください。

【問合せ】総合防災課  ☎43-1115　角

館消防署  ☎54-2302

JR からのお知らせ
　JR 東日本秋田支社では、お客さまの

利便性並びにサービスを向上させ観光地

の玄関口としてふさわしい駅とするため、

田沢湖駅ホームにエスカレーターを設置

することとしました。平成 27 年春から

本格的に工事に着手し、平成 28 年 3 月

ころ完成の予定です。

　工事期間中は、ご迷惑をお掛けいたし

ますが、よろしくお願いします。

【問合せ】JR 秋田支社 総務部企画室 開

発Ｇ  ☎018-832-3402

シルバー人材センターからの
お知らせ
　シルバー人材センターでは、「臨時的か

つ短期的な就業、またはその他の軽易な

業務」を条件に、様々な仕事を受け付け

ています。契約の形式としては、『請負』、

『委任』を基本として、他に『派遣事業』

での対応もしていますので、お気軽にお

問い合わせください。皆さまからのお電

話をお待ちしています。

【会員募集】シルバー人材センターでは、

原則 60 歳以上の健康で働く意欲のあ

る方を募集しています。入会の申込み

は、月 1 回（1 月、2 月を除く）開催

の「入会説明会」で説明、手続きします。

詳細につきましては事務局までお問い

合わせください。

【問合せ】公益社団法人 仙北市シルバー

人材センター  ☎55-1646

OSHIRASE NAVI相談

秋田弁護士会から
無料法律相談を開催します
　秋田弁護士会では、より身近でお気軽

に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、仙北市と共催で次のとおり無料

法律相談を開催します。

【日時】3 月 25 日 水 13:30 ～

【会場】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】河村憲史弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】事前に電話予約が必要です。

総務課総務係に電話であらかじめ予約

してください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

自衛官募集
一般幹部候補生

【受付期間】5 月 1 日 金 まで

【試験期日】5 月 16 日 土 

【応募資格】 ▼ 大卒程度：20 歳以上 26

歳未満の者（22 歳未満の者は大卒（見

込含む））  ▼院卒者：修士課程修了者

等で 20 歳以上 28 歳未満の者

【その他】医科・歯科幹部自衛官、歯科・

薬剤科幹部候補生等募集しています。

【問合せ】自衛隊秋田地方協力本部大仙地

域事務所  ☎0187-63-1313

国家公務員採用試験のお知らせ
　人事院では、国家公務員採用総合職試

験（院卒者試験・大卒程度試験）および

一般職試験（大卒程度試験）を実施します。

申込みはインターネットにより行ってく

ださい。

総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）
【インターネット申込受付期間】4 月 1

日 水 9:00 ～ 4 月 8 日 水 （受信有効）

【第１次試験日】5 月 24 日 日 

一般職試験（大卒程度試験）
【インターネット申込受付期間】4 月 9

日 木 9:00～4月20日 月 （受信有効）

【第１次試験日】6 月 14 日 日 

【問合せ】詳細は人事院ホームページまた

はお電話で。人事院東北事務局 第二課 

試験係  ☎022-221-2022

国家公務員『国税専門官採用
試験』（大卒程度）のお知らせ
　仙台国税局では、バイタリティーあふ

れる税務職員を募集しています。国税専

門官は、国の財政を支える重要な仕事を

担い、税務署等で調査・徴収・検査や指

導などを行う税務のスペシャリストです。

【受験資格】 ▼ 昭和 60 年 4 月 2 日～平

成 6 年 4 月 1 日生まれの者　 ▼ 平成

6 年 4 月 2 日以降生まれの者で次に掲

げるもの  ①大学を卒業した者および

平成 28 年 3 月までに大学を卒業する

見込みの者  ②人事院が①に掲げる者

と同等の資格があると認める者

【受験申込受付期間】 ▼インターネット：

4 月 1 日 水 ～ 13 日 月  ▼郵送・持参：

4 月 1 日 水 ～ 2 日 木 

【第１次試験日】6 月 7 日 日 

【問合せ】仙台国税局 人事第二課 試験研

修係  ☎022-263-1111

国家公務員『労働基準監督官採
用試験』（大卒程度）のお知らせ
　人事院および厚生労働省では、広く一

般から労働基準監督官にふさわしい人材

を募集します。

【受験資格】 ▼ 昭和 60 年 4 月 2 日～平

成 6 年 4 月 1 日生まれの者　 ▼ 平成

6 年 4 月 2 日以降生まれの者で次に掲

げるもの  ①大学を卒業した者および

平成 28 年 3 月までに大学を卒業する

見込みの者  ②人事院が①に掲げる者

と同等の資格があると認める者

【採用予定者数】 ▼労働基準監督 A（法文

系）約 160 人  ▼労働基準監督 B（理

工系）約 40 人

【インターネット申込受付期間】4 月 1

日 水 ～ 13 日 月   （受信有効）

【第１次試験日】6 月 7 日 日 

【問合せ】秋田労働局 総務部 総務課 人事

係  ☎018-862-6681

JICA ボランティア
平成 27 年度春募集
独立行政法人国際協力機構（JICA）では、

JICA ボランティア春募集『体験談＆説

明会』を開催します。

【募集期間】4 月 1 日 水 ～ 5 月 11 日 月

【対象】日本国籍を持つ次の方

　 ▼青年海外協力隊・日系社会青年ボラ

ンティア：20 歳～ 39 歳  ▼シニア海

外ボランティア：40 歳～ 69 歳

【体験談＆説明会】各地で開催する説明会

では、概要説明、体験談発表、応募相

談、質疑応答などを行います。予約不要・

入場無料・入退場自由。

【説明会日程】4 月 19 日 日  10:00 ～

12:30  にぎわい交流館 AU4 階

【問合せ】詳細は JICA 東北ホームページ

またはお電話で。JICA 東北  ☎022-

223-4772

館蔵品展２館蔵品展２ 【会期】4月12日日 まで

【会場】平福記念美術館

　現在、平福記念美術館では『館蔵品展 2』

を開催しています。荒川青亭、寺澤孝太郎、

三河義太郎といった郷土出身作家の作品

を中心に見応えのある美しい作品を展示

しています。ぜひ、この機会に作品をご

鑑賞ください。

【開館時間】 ▼ 3 月：9:00 ～ 16:30（入館 16:00 まで）

　　　　　 ▼ 4 月：9:00 ～ 17:00（入館 16:30 まで）

【入館料】　 ▼一般（高校生以上）300 円  ▼中学生以下 200 円

　　　　　 ※仙北市民無料（確認できるものが必要です）

【休館日】　 3 月 16 日・23 日・30 日

【問合せ】　 平福記念美術館  ☎54-3888

OSHIRASE NAVIイベント

はっぴい・マムバザー in さくラッコ
　子ども服を一袋 200 円で詰め放題！

その他、ママさん達の手作り雑貨、手作

りパン、いぶりがっこ等も大集合！春の

入園準備にぜひともご利用ください！

【日時】3 月 27 日 金・28 日 土 

　10:00 ～ 14:00

【会場】角館まちづくり地域運営体『まちかど』

【提供のお願い】ご家庭で不要な子ども服

や未使用タオル類、食器等の雑貨、おも

ちゃ（ぬいぐるみを除く）など、さくラッ

コ開放日に受付しています。不明な点は

ご連絡ください。ご協力のほどお願いし

ます。（受付期間 3 月 25 日 水 まで）

【問合せ】子育てサポートはっぴい・マム

☎080-1663-4494
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3/
１６ 月

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10：00 ～12：00）3/1･P15

●白岩小百合保育園卒園式

１７ 火 ●にこにこ元気塾（田沢湖総合開発センター13：30 ～15：00） 6/1･P13

●角館・中川・白岩・神代・西明寺・桧木内小学校卒業式

１８ 水

●こころの相談（健康管理センター）3/1･P9

●えくぼの会（角館交流センター10：00 ～14：00）3/1･P9

●献血（詳しい時間・場所は 3 月1日号 9 ページをご覧ください）3/1･P9

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00）3/1･P15

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00）3/1･P15

●第6回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 2/16･P16

●角館・角館西・中川保育園卒園式　●かくのだて幼稚園卒園式

１９ 木

●第3回田沢湖公民館まつり（田沢湖総合開発センター10：00 ～16：00） 3/1･P10

●わくわく広場（さくラッコ10：30 ～11：30）3/1･P13

●第6回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 2/16･P16

●生保内・神代・にこにこ保育園卒園式　●生保内・神代幼稚園卒園式

２０ 金

●笑いの会（健康管理センター10：00 ～11：30）3/1･P9

●みんなして楽器どご吹ごうDay!（田沢交流センター19：30 ～ 21：30）3/1･P14

●介護予防サポーター養成講座（角館交流センター10：00 ～12：00）2/16･P10

●ひのきない保育園卒園式

２１ 土 ●田沢幼稚園卒園式

２２ 日 ●春休み特別上映会（総合情報センター10：00 ～、14：00 ～）3/1･P11

２３ 月

２４ 火

２５ 水
●無料法律相談（角館交流センター13：30 ～）P20

●こころの相談（角館交流センター）3/1･P9

２６ 木

２７ 金
●はっぴい・マムバザー in さくラッコ（角館まちづくり地域運営体『まちかど』10：00 ～
14：00）P20

２８ 土 ●はっぴい・マムバザー in さくラッコ（角館まちづくり地域運営体『まちかど』10：00 ～
14：00）P20

２９ 日
●古民家再生ビッキ倶楽部ペーパークラフト（田沢湖生保内字相内端63　9：00～12：00）3/1･P14

●中村和雄氏特別講演会（角館樺細工伝承館 10：00 ～11：00）3/1･P14

●第4回仙北市バスケットボール大会（角館中学校体育館 9：00 ～）3/1･P14

３０ 月

３１ 火 ●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～19：00）P12

4/ １ 水

２ 木

３ 金 ●角館・白岩・角館西・中川保育園入園式

４ 土

仙北市カレンダー ３/１６月  ～４/４土
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2015 FIS フリースタイルスキーワー
ルドカップ秋田たざわ湖大会開催
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市民課国保年金係からお知らせ

国民年金だより／保健・健康の掲示板

平成26年度仙北市読書感想文コ
ンクール

学び・ふれあい・心豊かに生涯学習

まちづくり日記／食育って何だろう？
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広報担当者の

SR　2月 28日から 2日間、たざ
わ湖スキー場でモーグルのワー
ルドカップが開催されました。
世界トップ選手の滑りを初めて
間近で見てそのすごさに唖然。
あの急でコブだらけの斜面をも
のすごいスピードで下り、飛ぶ
んです。ターン時のダンッダンッ
ダンッと踏みしめるような音や、
カツッカツッと左右のスキーが
ぶつかる音がその迫力を増して
います。3年連続開催です。見逃
した方はぜひ次回！

TK　中里のカンデッコあげを取
材しました。撮影が難しいと事
前に聞かされていた中、迎えた
本番。どう撮ろうかなと考え込
んでいるうちに次々と投げられ
るカンデッコ。急いでシャッター
を切るも納得のいく1 枚は撮れ
ず…。来年こそは納得のいく写真
を撮りたいです。

YR　田沢湖高原雪まつり取材時、
会場は大勢のお客さんでいっぱ
い。会場近くの駐車場はすでに
満車で別の駐車場へ。Ｗ杯取材
時もやはり会場近くの駐車場は
満車でした。会場内ではスタッ
フの方が忙しく案内や誘導をし
ていました。イベントの開催も
スタッフ方のがんばりのおかげ。
皆さん本当にお疲れ様でした。
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